
地元で決めれば、地域がもっと住み良くなります
～ 事務・権限の移譲により、身近な手続きを地元市町村で! ～

「事務・権限の移譲」とは

◆ 道の仕事の一部を市町村に移し、市町村の判断でできるようにすることです。
◆ 地域のことや皆さんの生活に身近なことを、地域の事情を良く知り、
皆さんの声が届きやすい市町村で決めれば、より良い行政サービスにつながります。

「事務・権限の移譲」は、市町村の同意を得て行われます

市町村から道へ
移譲を要望

具体的な協議後
市町村の同意

道議会の議決で
移譲決定

市町村は、道があら
かじめ提示した「事
務・権限移譲リス
ト」の中から、移譲
を希望する事務・権
限を選び、道に移譲
を要望します。

市町村は、移譲後の
事務量や内容、専門
家配置の必要性など
について道と協議し、
受入可能と判断した
場合、道からの移譲
に同意します。

道は、市町村の同意
を受けて、道議会に
「事務処理の特例に
関する条例」の改正
を提案します。条例
の議決により、移譲
が決定します。

◆財政的措置
「事務処理の特例に関する条例」により移譲された事務に関しては、「北海道権限移譲事務交付金

交付要綱」に基づき、原則として、事務処理に要する経費（人件費・物件費）を処理実績等に応じて
市町村に毎年度交付します。

◆身近な市町村で手続きができるとともに、皆さんの意向が、
より一層、行政に反映されます。

◆地域の事情を知る市町村が事務を行うので、処理が、
より迅速・的確になります。

◆「市町村の事務」＋「移譲を受けた事務」の組み合わせで、
より総合的なまちづくりができます。

事務・権限の移譲



すでに多くの事務・権限が市町村に移譲されています。

そのうちの一部をご紹介します。

◆ パスポートの発給申請受理・交付 （旅券法）

◆ はり紙、立看板等の簡易除去 （屋外広告物法・道屋外広告物条例）

◆ 農地等の賃貸借の解約等の許可 （農地法）

移譲済 １４６市町村

移譲済 １７１市町村

全市町村移譲済
（札幌・函館・旭川は法定移譲）

移譲前の役場（農業委） 移譲後の役場（農業委）

相談に応じたりはできるけど、
最終的には知事許可なんだよ
な。
地元のことは我々が一番
知っているんだが･･･。

許可を一元的に
担うことができるようになり、
より地域に密着した農地行政を
行えるようになりました。

移譲前の申請者 移譲後の申請者

戸籍は役場、申請・受取は振興
局と２つの役所に行かなければ
ならず、なかなか大変です。

すべての手続きが役場で完結、
ずいぶん便利になりました。

移譲前の住民 移譲後の住民

電柱にたくさんのはり紙。
役場から振興局に連絡しても
らったけど、早くなんとかならな
いかな。

役場に連絡したら、すぐ対応。
おまけに今後の日曜には、役
場とボランティアの人で除去作
業をするみたい。私も行こうか
な。

皆さんの利便性が向上します！

地域の実情を踏まえ、市町村で判断できます！

住民参加のまちづくりが実現します！

◆お問い合わせ先
北海道総合政策部地域主権局 自治体連携グループ
電 話 ０１１－２１４－５１５６（直通）
ＦＡＸ ０１１－２３２－２７４３
E-mail sogo.syuken3@pref.hokkaido.lg.jp

◆ホームページもごらんください
http://www.hokkaido.lg.jp/ss/cks/bunken/ijo-ijoumain.htm


